
令和８年度(第６７回)石川県防災総合訓練の実施について 

１ 目的 
地震などの自然災害の発生に際し、災害応急対策に万全を期すため、防災関

係機関及び地域住民の参加のもと、総合的な防災訓練を実施し、関係機関等の
連携強化を図るとともに、広く県民の防災意識の高揚を図る。 

２ 日時 
  令和８年１０月１８日（日）午前８時～１２時 

３ 場所 
  小松市 
（木場潟公園中央園地、小松大谷高等学校 など） 

４ 主催 
石川県、小松市 

５ 参加機関及び参加人員 
約７０機関  約１１，０００人（住民含む） 

６ 訓練想定 
・加賀地方で、未明から線状降水帯が発生し、急激な降雨となり、気象庁か

ら「気象防災速報（線状降水帯発生）」が発表され、県は災害対策本部を設置
・その後、石川県加賀地方を震源とするマグニチュード７.６の地震が発生し、

小松市で最大震度６強を観測
・甚大な人的・物的被害や土砂災害が発生し、一部の地域で孤立が発生

※閉会式終了後、本部テント前にて山野知事が取材対応します。

資料提供 

令和 8年 10月 15日 

危機管理部防災対策課 

課長 中田 雄士 

TEL 076-225-1540 内線 4312 



７ 主な訓練内容 
① 救助訓練
・実際の災害時を想定し、要救助人数や場所を事前に明かさず、消防、警察、
自衛隊等の実動機関が連携して行う、ブラインド型の訓練を実施

② 孤立集落対策訓練
・8月の石川県中能登地区での大雨においても発生した孤立集落における救助・
支援を行うため、特殊車両により、集落内にアクセスする訓練を実施

・孤立の可能性を想定し、ドローンにより上空から、孤立集落の早期発見や安全
な避難経路の確認につなげる訓練を実施

③ 断水対策訓練
・断水中の火災を想定し、木場潟を水源とした、火災防ぎょ訓練を実施
・令和8年熊本地震での断水を踏まえ、避難所における水に係る資機材の利用
方法や手順を確認する訓練を実施
（給水車からの給水、水循環型シャワー・手洗い機の設置・運営）

④ その他訓練
・インバウンドの増加を踏まえ、外国人も参加する避難訓練
・避難所管理システムを活用した避難所受付訓練
※防災資機材等の展示については、イオンモール新小松での防災フェアで実施

（参考）知事・小松市長（訓練本部長・訓練副本部長）の訓練視察順路（予定） 

8:15～8:50   9:00～12:00 

小松大谷高等学校  →木場潟公園中央園地



令和８年度（第 67回）石川県防災総合訓練における取材場所について 

《お願い》 

・ 取材される方は、各機関の腕章の着用をお願いします。

・ 訓練中の参加者への取材につきましては、ご遠慮願います。

※訓練中止の場合、６時３０分頃にＦＡＸで連絡いたします。

《訓練終了後の取材対応》 

 中田 防災対策課長 

１ 木場潟公園中央園地（小松市三谷町ら） 

土砂流出捜索・救助訓練 

①土砂災害救出訓練

→土砂が流出し、車両や住宅が巻き込まれた現場から、要救助人数や場所を事前に明か

さない状態で、実動機関が協力した捜索救助を行う訓練

＜予定時間＞８：００頃～１１：３０頃 

②水難救助訓練

→大雨が発生したことにより、逃げ遅れた要救助者を救出する訓練

＜予定時間＞８：００頃～１１：３０頃

③断水時における火災防ぎょ訓練

→地震等により火災が発生し、断水により消火栓が使用できない状況のなか、木場潟を

水源とした大量放水による火災防ぎょ活動を行う訓練

＜予定時間＞  １１：００頃～１１：２０頃 

④孤立集落救助訓練

→ドローン調査により孤立集落を発見。普通車両では走行不可のため、特殊車両で現場

までアクセスする訓練

＜予定時間＞  ８：００頃～１１：３０頃 

⑤閉会式 ＜予定時間＞１１：４０頃～１１：５５頃

終了後、知事ぶら下がり取材対応

２ 小松大谷高等学校（小松市津波倉町チ１−３６） 

①外国人避難訓練

→地震発生後、外国人が現在地から避難所まで避難する訓練

＜予定時間＞ ８：００頃～８：３０頃

②避難所開設運営訓練

→避難所管理システムを活用した避難所受付訓練

＜予定時間＞ ８：２０頃～９：００頃



③水循環型機器の利用体験

→ 水循環型シャワーや手洗い機の運用を住民に実際に体験してもらう

＜予定時間＞ ８：３０頃～１０：３０頃

④給水車からの給水訓練

→避難所に到着した給水車から実際に給水を体験してもらう訓練

＜予定時間＞ ８：３０頃～１０：３０頃

３ 小松市滝ヶ原町（里山自然学校こまつ滝ケ原本校舎：小松市滝ケ原町ウ９-１） 

①ドローンによる偵察訓練

→小松市の滝ヶ原町を会場として、ドローンによる孤立集落の確認及び避難所までの安

全な避難経路の確認を行う訓練

→ドローン飛行終了後、地域住民に対し、偵察映像とともに振り返りを行う

＜予定時間＞ ８：００頃～１１：３０頃



報道機関駐車場（木場潟公園中央園地）
木場潟公園中央園地

報道機関駐車場

入場口入場口

訓練会場までのルート



　報道関係者駐車場（小松大谷高等学校）

小松大谷高等学校周辺

訓練会場までのルート



A　木場潟公園中央園地　訓練視察動線

⑰

地理院地図を使用して作成

⑪

⑨

⑬

㉓ ㉔

９時台

１０時台

１１時台

No 訓練種目
① 地震津波情報伝達訓練及び職員招集訓練
② 住民避難広報、被害状況調査訓練
③ 災害対策本部及び現地災害対策本部設置訓練

④ 災害警備本部設置・通信訓練

⑤ 合同調整所設置・運営訓練
⑥ 航空運用調整班設置訓練

⑦ 被災映像伝送訓練

⑧ ﾄﾞﾛｰﾝ遠隔運航訓練
⑨ 水難救助訓練
⑩ 河川救助訓練
⑪ 水防工法訓練
⑫ 火災防ぎょ訓練
⑬ 道路啓開訓練
⑭ 車両・倒木排除訓練
⑮ 土砂災害救出訓練
⑯ 倒壊建物救出訓練
⑰ 孤立集落救助訓練
⑱ 医療本部設置・運営訓練
⑲ 医療救護班の派遣要請、応急救護所の開設訓練、医療救護訓練
⑳ 検視・身元確認訓練
㉑ 標章交付訓練
㉒ 罹災証明に係る相談及び申請ｻﾎﾟｰﾄ訓練
㉓ ｵﾌﾛｰﾄﾞﾊﾞｲｸ部隊搬送訓練
㉔ 重症患者等搬送訓練
㉕ ｶﾞｽ仮設供給訓練・仮設給湯ｼｽﾃﾑ・ｶﾞｽ発電機稼働訓練
㉖ ﾓﾊﾞｲﾙﾌｧｰﾏｼｰの展示

⑭



B　小松大谷高等学校　訓練視察動線

体育館
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No 訓練種目

㉗ 避難訓練及びﾍﾟｯﾄ同行避難訓練

㉘ 外国人避難訓練

㉙ 避難所開設運営訓練

㉚ ﾍﾟｯﾄの同行避難に関する講話・展示

㉛ 災害用医薬品・医療機器等輸送訓練

㉜ 救護所等でのお薬相談

㉝ 災害派遣福祉ﾁｰﾑ（DWAT）活動訓練

㉞ 避難所でのDPAT活動訓練

㉟ 給水訓練及び水循環型機器の体験

㉟



ドローンによる偵察訓練（小松市滝ヶ原町）

凡例

赤★：訓練実施拠点
（里山自然学校こまつ滝ケ原本校舎）

青★：石橋

紫★：石切場

緑四角：土砂崩れ調査

オレンジ：ドローン飛行
ルート



令和８年度石川県防災総合訓練 

(１０月１８日(日)に限り有効) 

報 
◎ 自動車でご来場の方は、本票を助手席前 

左隅に提示してください。 




